
　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
、
地
中
海
沿
い
に
位
置
す
る

歴
史
と
文
化
の
国
イ
タ
リ
ア
。
そ
の
首
都
で
あ
る

ロ
ー
マ
は
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
に
代
表
さ
れ
る
古
代

ロ
ー
マ
帝
国
の
遺
跡
や
、
バ
チ
カ
ン
の
サ
ン
・
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
の
芸
術
品
が

集
約
す
る
都
市
と
し
て
有
名
で
す
。
一
方
で
、

ロ
ー
マ
は
複
数
の
国
連
機
関
の
本
部
が
置
か
れ
て

い
る
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
国
際

連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
で
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ
は
世
界
の
貧
困
撲
滅
を
目
標
に
掲
げ
て

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
国
連
の

専
門
機
関
で
、
各
国
政
府
や
国
際
的
な
基
金
な
ど

か
ら
拠
出
さ
れ
た
資
金
を
も
と
に
、
農
林
水
産
業

の
調
査
・
分
析
や
情
報
提
供
、
国
際
的
な
議
論
の

場
の
提
供
、
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
分
野
で
は
世
界
の

森
林
面
積
な
ど
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
森
林
減
少
・
劣
化
の
抑
止
や
気

候
変
動
対
策
、
山
火
事
防
止
な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
貢
献
す
る
多
方
面
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
２
４
年
９
月
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｏ
林
業
部
に

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と
木

材
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
・
分
析
や
優
良
事

国
際
機
関
で
の
勤
務

多
彩
な
森
の
広
が
る
イ
タ
リ
ア
か
ら
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からの便りからの便り
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国
連
機
関
と
森
林
分
野
の

国
際
協
力

日
本
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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例
の
発
信
、
そ
し
て
日
本
の
農
林
水
産
省
が
支

援
を
予
定
し
て
い
る
森
林
の
生
物
多
様
性
に
関
す

る
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
は
地

球
温
暖
化
や
異
常
気
象
と
同
様
に
世
界
規
模
の

リ
ス
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
２
年
に
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回

締
約
国
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性

に
関
す
る
新
し
い
世
界
目
標
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用

を
求
め
る
国
際
的
な
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
生
物
多
様
性
を
保
全

し
つ
つ
森
林
資
源
を
循
環
利
用
す
る
た
め
の
多
国

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
業
務
で
は
、
主
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳

細
計
画
の
策
定
や
、
現
地
実
証
を
行
う
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
地
域
の
対
象
国
に
関
す
る
情
報
収
集
、国際森林デーのＦＡＯ本部イベントでの木製楽器の展示

山あいでの牛や馬の放牧 中部の町チヴィタ・ディ・バニョレージョからの遠景

地中海沿いに広がる森 北部ドロミテの雪山と針葉樹林

　

週
末
を
利
用
し
て
時
々
イ
タ
リ
ア
各
地
の
山
林

へ
足
を
運
び
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
は
生
物
多
様
性
に

富
ん
だ
国
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
北
部
の
ア
ル
プ

ス
山
脈
の
針
葉
樹
林
か
ら
中
部
の
ブ
ナ
林
、
地
中

海
沿
岸
の
海
岸
林
ま
で
、
多
彩
な
森
林
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
地
中
海
貿

易
を
支
え
た
木
造
船
や
ワ
イ
ン
樽
、
ピ
ア
ノ
や

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
で
生
み
出
さ

れ
た
木
製
楽
器
に
目
を
向
け
る
と
、
石
造
建
築
が

発
展
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
木
材
製

品
を
使
う
こ
と
が
人
々
の
生
活
や
文
化
に
深
く
根

付
い
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

お
わ
り
に

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
内
部
の
各
種

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
ロ
ー
マ
本
部
に

は
世
界
各
地
か
ら
職
員
が
集
ま
り
、
英
語
を
は
じ
め

と
す
る
国
連
の
公
用
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
英
語
で
の
情
報

交
換
や
仕
事
文
化
の
違
い
に
慣
れ
な
い
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
林
業
部
の
同
僚
や
日
本
人
職
員
の

知
恵
を
お
借
り
し
つ
つ
業
務
を
進
め
て
お
り
、
今

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
に
現
地
サ
イ
ト
を
訪

問
す
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ロ
ー

マ
本
部
で
は
国
際
会
議
に
あ
わ
せ
て
、
世
界
各
国

の
森
林
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
世
界
の
森
林
の
現
状
を
知
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
昨
年
タ

イ
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
林
業
委

員
会
で
は
参
加
者
向
け
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
主

催
し
、
私
か
ら
は
日
本
の
森
林
経
営
の
模
範
的
な

事
例
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

イタリア各地の山林の風景（筆者撮影）
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